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1 。 はじ めに
本稿では、外国人留学生の作文学習のために開発し試験的に運用しているネットワーク型学習教
材システム「てにをはチェッカー」1の概要を述べ、国際標準化機構(ISO) 剛 によるラーニングテク
ノロジの標準化への準拠とメタデータという観点から、現在研究中の改良点について述べる。ラー
ニングテクノロジについては、ここ数年間におけるインターネットの爆発的な普及を背景として、
その利点を十分に活かしたe-learning^やWebbasedTraining(WBT)3 が台頭してきている12｀ ‰
これらに対応して、国際標準化団体である米国のIEEE''' や欧州のCEN' ■'を中心にラーニング
テクノロジの標準化への動きが活発になってきており、情報のインターオペラビリティを促進させ
るためにメタデータ4 記述の整備においての標準化が活発に進められている。日本では情報処理学
会[a]の傘下にあるISO のSC36L ≪]や先進学習基盤協議会(ALIC) 、イーラーニングコンソーシア
ム(11]が中心となって標準規格の開発や調査支援、そして研究開発分野の提言等を行っている。いず
れの活動においても学習教材のコンテンツ、学習者情報、学習体系の情報を共有化し、プラット
フォームに依存しないインターオペラビリティの実現を目的とし、教材のインタフェースやデータ
形式などの標準化を中心として進められている。
論文の前半では「てにをはチェッカー」の現在のシステム構成の説明と、「てにをはチェッカー」
がWeb 教材として日本語学習者と日本語教師のニーズに応えていくための国際標準規格への準拠
について、現在までの取り組みを説明する。
論文の後半では、まずLearningTechnologyStandardArchitecture(LTSA 戸i の5 階層を紹介し、
その第3 層であるシステムコンポーネントについて詳し く説明する。LTSA はIEEE の委員会LearningTechnologyStandarzationCommittee(LTSC)"'J
によって進められているラーニングテク
ノロジにおけるシステムアーキテクチャの標準規格である。LTSC では、ラーニングシステムで用い
*東洋大学国際地域学部助教授lhttp://teniwoha.itakura.toyo.ac.jp:8080/k-project/kotoba/kotoba.jsp
で公開されている。2
パソコンやコンピュータネットワークを利用して行う学習スタイルのこと。特に近年はインターネットを介した学
習を指すことが多い。3e-learning
とほぽ同義であるが、学習よりも訓練に重点が置かれている。4
データを説明しているデータのこと。
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るメタデータとしてLearningObjectMetadata(LOM) ダ を提案しており、LOM はLTSA におけ
るラーニングリソースのコンテンツ記述として明示されている。
次に、「てにをはチェッカー」の今後のe-learningとしての運用を考慮して、語学教材の共有を促
進するためには教師が学習者に与えるアドバイス内容の共有が重要であるという視点から、アドバ
イス内容を表現するための適切なメタデータ記述を提案する。ただし、LOM は学習教材情報記述の
範躊を越えておらず、「てにをはチェッカー」で必要とされるアドバイスのメタデータ記述のような、
教育的色彩の濃い内容のためには設計されていない。そこでオランダのOpenUniversity^ で提案さ
れているEducationalModelingLanguage(EML)f'^' を用いてアドバイスのメタデータ記述を表現
する方法を提案し、最後に今後の課題を述べる。
2 。「て に を はチ ェッ カ ー」 の 概 要2
．1 教材開発の目的
「てにをはチェッカー」は平成14年度東洋大学特別研究教材開発6 の研究助成を受けて開発された
クライアントサーバ型の作文学習教材である。教材はインターネットでの利用をベースとし、学生
はWeb ブラウザを操作することで学習できる。外国人留学生に対する日本語の授業は文法・語彙・
読解・作文などで構成されるが、作文のスキルは他に比べてとりわけ個人差が大きい。そのため従
来の一斉学習としての授業形態では扱いにくく、個別指導の必要性が大きい。特に作文学習は一部
の文法知識を除くと、学習者の数だけエラーの種類があり、「教師からの生の声」を重要視する必要
がある。理由としては「このようなテンプレートにあてはめて書きなさい」というような規則性に
乏しいことや、テーマを与えて書かせても学生の数だけ異なった校正パタンが生じて一括して指導
できないことがあげられる。「てにをはチェッカー」は作文学習のこれらの問題点を克服し、学生に
柔軟に対応できる学習環境の提供を目的として開発された。
2 。2Web 教材としての「てにをはチェッカー」の位置づけ(1
） 不特定な送り手から不特定な受け手へ
現在、学生一人一人の学習履歴を記録し、それらの記録から一定期間後どのくらいスキルが向上
したのかを測定する教材は多い。それに対して「てにをはチェッカー」は入力履歴は記録するが、
誰が使ったのかは記録しない。理由として、不特定な相手同士で情報を共有しあい、そのインタラ
クションによってこそ得られる知識を活かすというインターネットのオープンな性質を最大限利用
しようということがあげられる。例えば仕事をしていてわからないことがらに行き当たったとき、
インターネットのサーチェンジンでキーワードを入力し、類似の問題の解決方法を掲載したホーム
5
6
Web サイトURL:http://www.ou.nl/is/is-shp-infonet/prd/deluχe.asp
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ページを偶然見つけて解決の糸口をつかむといったケースは多い。「てにをはチェッカー」ではその
ようなインターネットの利点を活用し、数え切れない作文の校正パタンに対応しようとしている。
また、学生が教材を使えば使うだけ、教師からのアドバイスの量も増えていき、結果として学生が
より豊かな情報を享受できることになる。ただ、記録しないとはいえ、学習場面において学生が文
章を入力し、その特定の学生に対して教師がアドバイスを提示するといった個別学習環境は保たれ
ていると考えられる。
（2） 教師への簡易なアドバイス環境の提供と共有
教師から学生へのアドバイス内容のデータについては、XML^ を採用している。XML は現在イン
ターネットでの情報交換のための標準データフォーマットであり、XML で記述することでソフト
ウェアやプラットフォームに依存せず情報を共有できる。さらに今まで与えたアドバイスの内容をWeb
ブラウザで閲覧でき、アドバイスの修正もテキスト入力とホームページデータのアップロード
程度の作業で済む。今まで教材の作成には面倒な作業がつきまとい、オーサリングソフトにしても
その使い方に慣れるまで時間がかかった。「てにをはチェッカー」では教材作成作業からこのような
ストレスを取って、コンピュータに不匿れな教師にも広く教材のためのデータを作成する機会を与
えることをねらいとしている。
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図1 「てにをはチェッカー」システムの処理の流れ
7WorldWideWebConsortium （W3C ）が提案しているメタデータ言語。ExtensibleMarkupLanguage の略称。Web
サイトURL:http://www.w3.0rg/XML/8SunMicrosystems
が開発したプログラミング言語。開発環境も含めて言うことも多い。Web サイトURL:http://java.sun.com/
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2 。3 「てにをはチェッカー」における学習の流れ
図 目こ「てにをはチェッカー」システムの処理の流れを示す。システムはJava^ で実装されてい
る。図1 では後に詳述するLTSA への準拠を考慮して表現している。
以下に図 目こ沿って「てにをはチェッカー」による作文の校正の流れを実際のユーザインタフェー
ス画面と対応させて説明する。なお、かっこ内の番号は図1 の番号と対応している。
（1） 学生による文章の入力 とサーバでの
文書処理 （①②③）
学生 は校 正し てほしい 日本 語 文 を入力
し、「チェック」ボタンをクリックする。「て
にをはサーバ9」はJavaServerPages(JSP)'"
を通じ て入力を受 け取り、EDR 日本語コー
パス「161から類似の文を抽出し、データマイ
ニング11 で使 われる「連想ルールダ 」12を
導 出 す る フ リーのJavaAPP^ で あ るWEKAt""
で文を処理する。
（2） コーパスによる文の用法の学生への
提示 （④）
てにをはサーバは連想ルールの結果を学
生に提示して、入力した文 における助詞と
共起する名詞や動詞及びそのときの助詞の
意味 役割の組 み合 わせ14 を上位10 例 まで
示す。
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9 「てにをはチェッカー」で要求される計算機処理を行うコンピュータの愛称。OS はLinux である。10Sun
が開発したテクノロジの一つで、Web ブラウザからユーザの要求を受け取り、サーバでJava プログラムを実行
させてその結果を動的にブラウザに反映させる。11
多様で大量のデータを、統計的手法を用いることにより、その中に潜む有益な、新しい傾向・パターン・相関関係
などを発見する手法。12
「A とB が成り立つならばC が成り立つ」というようなルール。13ApplicationProgramInterface
の略語。ライブラリとしてプログラムに部品のように組み込んで使うことができる。14
例えば、「名詞“マウス と助詞“で”が共起するならば、そのときの助詞の意味役割ぱ 道具”である」のような
組み合わせを示す。
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(3） 学生の入力文の閲覧（⑤）
教師は学生が入力した文のリストをWeb ブラウ
ザで閲覧し、アドバイスを与えたい文を選ぶ。
（4) アドバイスの作成（⑥）
教師はWeb ブラウザを通じて必要な箇所に内容
を入力してアドバイスを作成する。それらはアドバ
イスXML'5 に加工されて貯えられていく。また既に
作成したアドバイスの修正・削除も他の教師の与え
たアドバイスを参照しながら作成と非同期に行う。
(5) アドバイスを加えた後の校正結果の閲覧(⑦)
学生は教師がアドバイスを作成したか否かにかか
わらず、同じ文を再入力することで前に提示された
校正内容よりもさらに豊かになった内容を享受する
機会を持つ。そこには教師からのアドバイスが追加
されている。
以 上に述べた(1)から(5)までのステップを繰り返し
て学習が行われていく。
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2 。3 「てにをはチェッカー」におけるアドバイス記述
今後「てにをはチェッカー」がインターネットを通じて、日本語学習者及び教師の間で広汎に使っ
てもらうために重要な役割を果たすのは教師からのアドバイスであり、アドバイス内容を表現する
15 アドバイスの内容をXML で記述したもの。
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〈?xmlversion ＝“1.0"encoding="euc-jp"? 〉
〈advices〉
〈advice 〉
〈/advice 〉
〈advice 〉
1 つのアドバイスの始まり（advice）
文中の助詞と共起する名詞または動詞(body ）
文中の助詞(joshi)
助詞の文における意味役割(role）
〈comment/〉
〈body〉昨日</body〉べ
〈joshi〉から〈/joshi〉←
〈role〉継 続し てず っ と〈role〉<e
χamples〉
〈example 〉昨 日 から雪 が降 り続 いて い る。〈/example 〉
〈example 〉昨 日 から ずっ と気 になっ て い まし た。〈/example 〉〈example/ 〉
〈/examples 〉
/ 文についてのコメント（comment）
〈comment 〉「が」と「は」の違い。「が」は主語を示す場合と、対象語を示す場合があります。〈/comment 〉
〈body〉ミカン〈/body〉 教師が考えた参考になる文例(example)
〈joshi〉が〈/joshi〉
〈1 〉対象を示す</1
／
〈eχamples〉
〈example〉テーブルにミカンがあります。〈/example〉〈example/〉〈example/〉
〈/examples〉
〈/advice〉<advice
〉
〈comment 〉「なにもできない」場合は「1000円だけしかない」です。〈/comment 〉
〈body〉1000円〈/body 〉
〈joshi〉だけ〈/joshi〉
〈role〉範囲の限定</role〉
〈eχamples〉
〈example〉1000円だけしかないのでなにもできない。〈/example〉<example/〉
〈example/〉
〈/examples〉
〈/advice〉
〈/advices〉
図2 アドバイスXML の一部
メ タ デー タ の整 備 が必 要 であ る。それ と同 時 にe-learning の標 準化 動 向 に従 っ て、IEEE の提 案 す るLTSA
に 「て にを は チェ ッカ ー 」を で き るだけ 準拠 させ る工 夫 が必 要 であ り、 そ れに よ り教 材 の共
有 が実 現 で きる。 現在 の 「て に をは チ ェッ カー 」は、 こ れ らの点 を 考慮 し て、 図2 に 示 す よう に ア
ド バイ スをXML で表 示 し てい る。 ア ドバ イ スXML の記 述 にお け る各 エレ メン ト の マー ク ア ップ
（タグ ）部 分16 は2 章 の（4）に 示し た アド バ イ ス作成 のた め の入力 フ ィ ールド に対 応 し てい る。 ラ ー
ニ ング テ クノロ ジの標 準化 へ の準 拠 は、 こ の部 分の改良 が中 心 にな る。
3.LearningTechnologySystemsArchitecture(LTSA)
LTSA はIEEE の委員会であるLearningTechnologyStandardsCommittee(LTSC) の“PI484.1ArchitectureandReferenceModel
ワーキンググループ”によって整備が進められている規格であ
り、現在のドラフトの最新版は2001年11月30日に発表されたバージョン9 である'^'．LTSA では、
ラーニングシステムをコンピュータで実現するためのモデルとそのモデルに必要なオブジェクトの
16 ＜〉の部分を指す。エレメントは開始タグで始まり、/の付いた終了タグで終わる。開始タグと終了タグで囲まれた
部分はコンテンツと呼ばれる。このように記述することをマークアップすると言い、HTML やXML に代表される
一連の記述言語をマークアップ言語と言う。
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図3LTSA における5 つのレイヤー
図4LTSA におけるシステムコンポーネント（レイヤー3）
間の情報のやりとりについて提案されている。LTSA の中で核となるアーキテクチャ・オーバー
ビューの箇所では、ラーニングシステムが複数のレイヤーで構成されており、レイヤーを下に行く
ほど抽象的なものから実装の色合いが濃いものになっていく。LTSA で示されているレイヤーをド
ラフトから転載したものを図3 に記す。
図3 のレイヤーにおいて、LTSA で必須のレイヤーとされているのはレイヤー3 のシステムコン
ポーネントのみである。LTSA のドラフトは120ページにわたる長大な文書であるが、その大半はシ
ステムコンポーネントの説明と、複数のステイクホルダー17の視点から見たときのコンポーネント
の構成に費やされている。図4 にLTSA におけるシステムコンポーネントの詳細を示す。
システムコンポーネントはプロセス・ストア・フローの3 つに分類されており、楕円で囲まれて
いるものがプロセス、矩形がストア、矢印の説明がフローであり、フローはプロセスやストアの間
でやりとりされる情報の性質を示す。ドラフトでは十数ページにわたって各コンポーネントが説明
17 学習者からの視点や教材の配布元からの視点などさまざまなシステムへの関わり方を代表したもの。
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されているがヽそれらの説明を簡潔にまとめると以下のようなシステムの流れができあがる。Step1.
教師（Coach ）は学習者（LearnerEntity）と相談した上で学習者がどのような学習を享
受したいのかについての要望（LearningPreference）を認識する。Step2.
教師は教材データストア（LearningResources）に対して学習者の希望に沿うような教材
を得るためにクェリ（検索のための質問）を発して、教材データベースから返されたク
ェリの結果の教材についてのメタデータ記述であるカタログ情報（CatalogInfo ）を得
る。ここでのメタデータ記述がLearningObjectMetadata （LOM ）に該当する。Step3.
教師は得られたカタログ情報からその教材の所在情報（Locator）を得て、教材の配給元
（Delivery）に指示する。配給元は指示された所在情報にある教材データストアから教材
をもらってくる。システムが教材データストアとしてインターネット上で分散している
教材データのサイトを想定している場合には、所在情報はURL （ホームページアドレス）
になる。Step4.
配給元は学習者に向けて教材を発信する。手段としてテキストのほかに音声・グラフィッ
クスなどのマルチメディアを使う。配給元がWeb アプリケーションであれば、学習者はWeb
ブラウザを通じて教材を受け取る。Step5.
配給元は同時に学習者と教材のインタラクションのルールを評価オブジェクト（Evalua-tion
）に教える。たとえばマウスによる答の選択方法（単一か複数も可か）など学習者が
教材を操作するうえでのユーザインタフェースのデザインや意味（どのような手段で回
答するようになっているのか）を伝える。Step6.
学習者は学習を行い、その結果（Behavior）は評価オブジェクトによって集約される。同
時に評価オブジェクトは学習履歴（LearnerRecords ）へ現在の学習結果（Performance:current
）を登録する。Step7.
教師は評価オブジェクトから情報を得ると同時に、過去の学習結果の記録（LearnerRecords:history
）も参考にし学習者の成績評価（Assessment）を行う。教師のつけた成
績評価（Performance:new）は学習結果の記録に登録される。Step1.
からStep7. までが非同期、あるいは部分的には同期に繰り返されていく。
4 ．LOM の 概要 とEML に よ るア ドバ イスの 記述
「てにをはチェッカー」がWeb 教材としてより広汎に使われるようにするためにはアドバイスの
共有が必要である。本章ではLOM についての概要を述べ、LOM がアドバイスの内容を記述するに
は困難であるため、その解決方法としてEducationalModelingLanguage （EML ）を使ったアドバ
イスの記述を提案する。また、本章で提案するアドバイスは図4 に示したLTSA のシステムアーキ
テクチヤに従うと、図1 で示した「てにをはチェッカー」のシステムの一部分を修正して図5 のよ
うに位置づけられる。図5 では、アドバイスの内容はラーニングリソースとして、てにをはサーバ
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図5 ラーニングリソースにアドバイスの内容を組み込んだシステムの概要
から順次利用されることとしている。
（1）LOM の概略とアドバイスの記述LOM
についての詳しい内容はここでは紙面の都合上省略する。LOM は教材分類情報のためのメ
タデータであり、LTSC のドラフト!5)では以下の9 項目に分けられている。
① 一般（General）
教材のID 、タイトル、使用言語、説明文、検索のためのキーワード、カバーする分野、構造（教
材に含まれる個々のオブジェクト間の構造）、適用レベル（授業、コース）など。
② ライフサイクル（LifeCycle）
教材のバージョン、現状（ドラフト、完成版など）、貢献した組織や人々及び貢献のしかた（作者、
出版元など）とその年月日など。
③ メタメタデータ（Meta-Metadata）
メタデータを説明するデータ。メタデータのID 、メタデータに貢献した組織や人々の情報、メタ
データスキーマ（LOMvl.O など）、メタデータの使用言語など。
④ 技術情報（Technical）
教材に必要な技術と技術的な特徴。データフォーマット（ビデオ教材ならvideo/mpeg など）、デー
タの置かれている場所（URL など）、技術的な要件、インストール手順、ハードウェア要件（音を
鳴らすのであればサウンドカードが必要など）、仕様のための時間（ビデオの記録時間など）、デー
タサイズなど。
⑤ 教育に関わる情報（Educational）
教材の教育的観点からの特徴。インタラクティビティタイプ（入力させる、見せるだけ、など）、
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教材タイプ（練習、図、スライド、試験など）、インタラクティビティレベル、セマンティツクデン
シティ（教材の内容の詳しさやレベルの深さの程度）、想定ユーザ（教師として使うのか学習者 とし
て使うのかなど）、想定される使用環境 （学校、企業研修 など）、使用年齢、難易度、想定される学
習時間、説明文、使用言語など。
⑥ 著作権（Rights ）
教材の知的所有権と使用条件。有料・無料 の別、 コピーライトや使用にあたっての諸条件、使用
にあたっての諸注意など。
⑦ 他の教材との関連情報 （Relations）
関連を表す語 としてはDublinCore' ≪での提案がベースになっている。例としでispartof （全
体部分関係）、“hasversion”（～ のバージョンである）、“isbasedon" （～ をベースにしている）など。
関連 のある教材についての情報など。
⑧ アノテーション（Annotation ）
教材 についてのコメントとそれがいつ誰によってつけられたのかについての情報 など。
⑨ 分類情報（Classification）
教材がどのような種類に属するのかについての情報。その種類 に分けた目的（訓練、アイデア、
教育レベ ルなど）、分類体系とその内容、教材の位置、分類名、説明文など。
LOM については、国内では情報処理振興事業協会（IPA ）のサイト19 において、教育用の画像情
報がLOM のデータ形式で提供されている≒IPA のサイトには中学生を対象にした保健体育にお
ける水泳のクロールの呼吸動作についてのビデオ教材のLOM での記述が公開されている20。「てに
をはチェッカー」における教師からのアドバイスをLOM で記述しようとするならば、上に述べた9
項目の中で⑤の「教育に関わる情報」におけるメタデータ記述を利用することが考えられる。「教材
タイプ（LearningResourceType ）」を“advice"に、「想定ユーザ（IntendedEndUserRole ）」に
「“から”の用法を理解しようとする学習者」のような記述を与えるようにする。しかし、LOM で
はいくつかのメタデータに関してデータのとる値が指定されており、「てにをはチェッカー」におけ
るアドバイスのような教育的色彩のきわめて濃い内容を表現することは困難である。
（2）EML の概略とアドバイスの記述EML
は、学習のプロセスに重点を置いて設計されており、ひとまとまりの学習プロセスは学習ユ
ニット（unitofstudy）と呼ばれている卜 呪EML の特徴は学習ユニットを1 つのシーンとしてと
らえていることである。1 つのシーンに学習者や教師を登場させ、舞台装置である学習環境におい
て、活用する知識や通信手段などのさまざまな機能を果たすオブジェクトを設定し、それらの環境
18 メタデータの標準化と実践を促進することを目的に結成された団体。Web サイトURL:hup://dublincore.org/19Web
サイトURL:http://www2.edu.ipa.gojp/gz20Web
サイトURL:http://www2.edu.ipa.gojp/gz/kanri/gazo2001h1cr51.mpg.xml
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で登場人物の果たす役割と演技（アクティビティ）を学習としてとらえている。「てにをはチェッ
カー」におけるアドバイスをEML で表すためには、】つの学習ユニットを全体のシステムの流れと
して設定し、別の学習ユニットで学習すべき助詞の用法の説明と用例を表す方法が考えられる。図6
に助詞「から」を例にとったEML のメタデータスキーマを示す。図にはEML をベースにしたXML
での実装のためのエレメントの階層構造も示してある。また、付録に図6 のスキーマを基にし
たXML での実装例をあげる。付録ではXML の宣言部分は省略し、複数の学習ユニットを一緒に記
述している。
図6 助詞「から」の学習におけるEML メタデータスキーマ5.
今 後 の課 題
本稿の前半では、開発して現在試用段階にある日本語学習Web 教材「てにをはチェッカー」の概
要を説明し、後半で「てにをはチェッカー」のLTSA 及びEML への準拠についての提案を行った。
今後の課題として以下の2 点があげられる。
（1） 音声などを扱うマルチメディア教材への対応
日本語学習に限らず、語学学習において音声による学習は大きな比重を占める。本稿では作文学
習の中の助詞の用法の習得という限られた範囲の教材について述べているが、本稿で提案したEML
でのメタデータ記述は多くの語学学習システムに応用できると考えられる。音声を扱うマル
チメディア教材を考えた場合、EML に用意されている〈Audio 〉や<Video 〉などのメタデータを
用いることができる。LOM では扱えない、学習内容に深く関係したマルチメディア教材のコンテン
ツがEML によって表現できると考えられる。今後マルチメディア対応の語学学習システムにEML
のメタデータ記述を適用したい。
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（2)Edubox への適用EML
にはEduBox と呼ばれるEML を用いた統合学習環境がある。ただし現時点では実際のシス
テムはユーザに提供されておらず今後の動向が注目される。図7 にEML の共同開発機関であるUNISA^'
のサイト1231から引用したEduBox の概要を示す。Edubox ではEML のためのオーサリ
ング環境 とデータベースマネージメントシステムを提供し、加工された教材をWeb ブラウザ、Word
文書、PDF 等の多様な形式で提供する。EML をメタデータ記述としたEdubox によって、学
習内容に重点をおいだ 生身の教師からの声を大切に”する、教育的効果の高い教材の開発が進む
と考えられる。「てにをはチェッカー」の改良も含めて、語学学習教材をEdubox に適用させるため
の方策を提案する予定である。
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付録：助詞［から］の学習のためのメタデータ記述
〈eml 〉
〈Unit-of-studyId ＝“generalOl"Type= “学習概要”〉
〈Metadata 〉〈Title〉てにをはチェッカーでの学習の流れ〈/Title〉〈/Metadata 〉
〈Roles〉〈LearnerId ＝"student'ソ〉〈StaffId ＝"teacher"/〉〈/Roles 〉
〈Learning-objectives〉留学生の作文学習における助詞の使い方を学習させる
〈/Learning-objectives〉
〈Content 〉
〈ActivityId ＝"stepI"〉〈What 〉学生による文章の入力〈/What 〉
〈Completed 〉〈User-choice/〉〈/Completed 〉
〈/Activitj'〉
〈ActivityId ＝“step2"〉
〈What 〉教師による入力文章の閲覧〈/What 〉
〈Completed 〉〈Unrestricted/〉〈/Completed 〉
〈/Activity〉
〈ActivityId ＝"step3"〉
〈What 〉教師によるアドバイスの入力〈/What 〉
〈Completed 〉<Unrestricted/〉</Completed 〉
〈/Activity〉<ActivityId
＝“step4"〉
〈What 〉学生によるコーパスの用例 とアドバイスの閲覧〈/What 〉
〈Completed 〉〈Unrestricted/〉〈/Completed 〉
〈/Activity〉
〈EnvironmentId ＝“env-students"Type ニ"てにをはサーバ”〉
〈Tool-object〉<Metadata
〉〈Title〉文章入力とアドバイス出力インタフェース〈/Title〉〈/Metadata 〉
〈Internet-sourceURL ＝"hup://leniwoha.itakura.toyo.ac.jp:8080/k-project/kotoba/kotoba.jsp"/〉
〈/Tool-object〉
〈Tool-object〉
〈Metadata 〉〈Title〉入力文章とコーパスからの用例のXML イヒ〈/Title〉〈/Metadata 〉
〈Internet-sourceURL ＝“http://teni＼voha.itakura.toyo.ac.jp:8080/k-project"〉
〈Comment 〉学生が入力した文章を形態素解析し、助詞と先行する名詞または助詞と後続する動詞のペア
を同定する。EDR コーパスからそれらのペアをキーにして検索し、一致する用例を抽出しXML 化する。
〈/Comment 〉
〈/Tool-object〉
〈Tool-object〉
〈Metadata 〉〈Title〉連想ルール作成〈/Title〉〈/Metadata 〉
〈Internet-sourceURL ＝"hup://teniwoha.itakura.toyo.ac.jp:8080/k-project"/〉<Comment
〉JavaのAPI であるWEKA を使って、コーパスから抽出した用例に対して助詞と名詞および
動詞、そのときの助詞の意味役割の組み合わせで多いパタンを10個選び出してルールとして記述する。</Comment
〉</Tool-object
〉
〈/Environment 〉
〈EnvironmentId ＝"env-teachers"Type ＝“てにをはサーバ”〉
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〈Tool-object 〉<Metadata
〉<Title 〉 入 力 文 章 の 閲 覧 イ ン タ フ ェ ース</Title 〉〈/Metadata 〉
〈Internet-sourceURL ＝"http://teniwoha.itakura.toyo.ac.jp:8080/k-project/kotoba/history.jsp'/
〉
〈/Tool-object 〉
〈Tool-object 〉
〈Metadata 〉<Title 〉 ア ド バ イ ス 入 力 イ ン タ フ ェ ー ス 〈/Title〉〈/Metadata 〉
〈Internet-sourceURL ＝“http://teniwoha.itakura.toyo.ac.jp:8080/k-project/kotoba/history.jsp"/ 〉
〈/Tool-object 〉
〈Knowledge-object 〉
〈Metadata 〉〈Title〉 ア ド バ イ スXML 〈/Title 〉〈/Metadata 〉<Internet-sourceURL
＝"hup://teniwoha.itakura.toyo.ac.jp:8080/k-project/kotoba/advice.xral"/ 〉</Knowledge-object
〉
〈/Environment 〉
〈/Content 〉
〈Method 〉<Activity-structureId="str-student-input"
〉<Activity-sequence
〉
〈Environment-refId-ref ＝"env-students"/ 〉
〈Activity-refId-ref ＝"stepr/ 〉
〈/Activity-sequence 〉</Activity-structure
〉
〈Activity-StructureId ＝"str-teacher" 〉
〈Activity-selection 〉
〈Environment-refId-ref ＝“env-teachers'/ 〉
〈Activity-refId-ref ＝"step2"/ 〉〈Activity-refId-ref ＝"step3"/ 〉
〈/Activity-selection 〉
〈/Activity-Structure 〉
〈Play 〉
〈Role-ref!d-ref ＝"student"/ 〉
〈Activity-structure-refId-ref ＝"str-student-input"/ 〉<Role-refId-ref
＝"teacher"/ 〉〈Activity-structure-refId-ref ＝"str-teacher"/ 〉
〈Role-refId-ref ＝"student"/ 〉〈Activity-refId-ref ＝“step4"/ 〉
〈Unit-of-・study-refRef-worldwide-unique-ici ＝“karaOr'/ 〉
くUnit-of-study-refRef-worldwide-unique-id ＝“karaO2"/ 〉
〈Unit-of-study-refRef-worldwide-unique-id ＝"karaO3 ”/〉</Play
〉
〈/Method 〉
〈/Unit-of-study 〉
〈Unit-of-・studyWorld-wide-unique-id ＝"karaOl"Type ＝"カラのアドバイス 〉
〈Metadata 〉〈Title〉時間的継続のカラの用法についてのアドバイス〈/Title〉〈/Metadata 〉
〈Roles〉〈LearnerId ＝"student"/〉〈/Roles 〉
〈Content 〉<ActivityId
＝"Iearn-karaOl" 〉
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〈EnvironmentId ＝"env-karaOr' 〉
〈Knowledge-object 〉
〈Metadata 〉〈Title〉カラの時間的用法の説明〈/Title〉〈/Metadata 〉
〈Source 〉
〈Comment 〉カラは時間を表す語に付いて「その時点を始 まりとして継続してずっと」という意味を表
します。過去・現在・未来のどれでも使えます。〈/Comment 〉
〈List〉〈Li〉昨日カラ雪が降り続いている。〈/Li〉〈Li〉今朝カラずっと気になっていました。〈/Li 〉〈Li〉
明日カラ君も社会人だ。〈/Li〉〈/List〉〈/Source〉
〈What 〉時間的な継続のカラについて学習する。〈/What 〉
〈Completed 〉〈Unrestricted/〉〈/Completed 〉
〈/Knowledge-object 〉
〈/Environment 〉
〈/Activity〉
〈/Content 〉
〈Method 〉
〈Play〉〈Role-refId-ref＝"student'ソ〉〈Activity-「efId-refニ“learn-karaOl"/〉〈/Play〉
〈/Method 〉
〈/Unit-of-study〉
〈Unit-of・studyWorld-wide-unique-id="karaO2"Type °“カラのアドバイス 〉
〈Metadata 〉〈Title〉カラの空間的用法についてのアドバイス〈/Title〉〈/Metadata 〉
〈Ro 】es〉〈LearnerId ＝"student"/〉〈/Roles 〉
〈Content 〉
〈ActivityId ＝"'learn-karaO2〉
〈EnvironmentId ＝"env-karaO2"〉
〈Knowledge-object 〉
〈Metadata 〉〈Title〉カラの空間的用法の説明〈/Title〉〈/Metadata 〉
〈Source〉〈Comment 〉カラは場所を表す語に付いて「その場所を始まりの地点として」という意味を表
します。</Comment 〉
〈List〉〈Li〉大阪カラ新幹線で来ました。〈/Li 〉〈Li〉大学カラ駅 まで15分です。〈/Li〉〈Li 〉空カラ真
綿のような雪が降ってきた。〈/Li 〉</List〉</Source〉<What
〉空間的な起点のカラについて学習する。〈/What 〉
〈Completed 〉〈Unrestricted/〉〈/Completed 〉
〈/Knowledge-object 〉
〈/Environment 〉
〈/Activity〉</Content
＞<Method
〉
〈Play〉くRole-refld-ref="student"/〉〈Activity-refId-ref＝"learn-karaO2"/〉〈/Play〉
〈/Method 〉
〈/Unit-of-study〉
〈Unit-of-studyWorld-wide-unique-id ＝“karaO3"Type ＝“カラのアドバイス 〉
〈Metadata 〉〈Title〉カラの原因を示す用法についてのアドバイス〈/Title〉〈/Metadata 〉
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〈Roles〉〈LearnerId ＝"student"/〉〈/Roles 〉
〈Content 〉
〈ActivityId ＝“learn-karaO3"〉
〈EnvironmentId ＝"env-karaO3"〉
〈Knowledge-object 〉
〈Metadata 〉〈Title〉カラの原因を示す用法の説明〈/Title〉〈/Metadata 〉
〈Source 〉〈Comment 〉カラは動詞や形容詞に付いて原因を表します。〈/Comment 〉
〈List〉〈Li〉あわてるカラそんなケアレスミスをしてしまうのです。〈/Li 〉〈Li〉その仕事はきついカラ
したくない。〈/Li〉〈/List〉〈/Source 〉
〈What 〉原因を示すカラについて学習する。〈/What 〉
〈Completed 〉〈Unrestricted/〉〈/Completed 〉
〈/Knowledge-object 〉</Environment
〉
〈/Activity〉
〈/Content 〉
〈Method 〉
〈Play〉〈Role-refId-ref＝"student"/〉〈Activity-refId-ref＝“learn-karaO3"/〉〈/Play〉</Method
〉</Unit-of-study
〉
〈/eral〉
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AWeb-basedJapaneseCALLSystem,theTeNiWoHaChecker,
anditsConformancetoLTSAandEML
ChiekoNAKABASAMI
Inthispaper,weexplaintheTeNiWoHaChecker,aweb-basedJapaneseCALL
system.Wealsodiscusspotentialimprovementstothechecker,takingintoconsid-
erationconformancetothestandardconcerninglearningtechnologiesproposedby
theInternationalOrganizationforStandardization(ISO).Exponentialimprove-
mentstotheInternetduringthepastdecadetriggeredtheproposalforthestandardi-
zationoflearningtechnologies.E-learningandWeb-basedtraininghaveevolved
toplayacentralroleinlearningtechnologies.
Thefirstsectionofthispaperfocusesonthesystemarchitectureandthe
learningflowoftheTeNiWoHaChecker.Next,wediscusshowthecheckershould
conformtotheinternationalstandardinordertofulfillrequirementsofJapanese
learnersandteachersregardingaweb-basedCALLsystem.Indataformatson
e-learningstandardization,thefocusisonmeta-datadescriptionsbecauseinteroper-
abilityisacceleratedwhentheyareshared.0ntheTeNiWoHaChecker,sharing
advicefromteachersisthoughttobeindispensable.anditisnecessarytoprovide
appropriatemeta-datadescriptionsregardingthecontentoftheadvice.
Inthelasthalfofthepaper,weintroduceLearningTechnologyStandard
Architecture(LTSA).LTSAisastandardforlearningtechnologiesproposedby
theLearningTechnologyStandardizationCommittee(LTSC),acommitteeofthe
IEEE.First,thefivelayersofLTSAareillustrated,andthenthethirdlayer,the
SystemComponentLayer,isexplainedindetail.LearningObjectMetadata
(LOM),proposedbytheLTSCforthemeta-datausedinlearningsystems,isused
forrepresentationsoflearningresourcesinLTSA.LOMhasbeendesignedsothat
teachersandagentsresponsiblefordistributingmaterialscansearchfortheir
resourcesthroughalearningresourcerepositorywithcataloginformationprovided
byLOM.LOMdoesnotdescribecontentwithamoreeducationalflavor,suchas
theadviceofteachers.Toovercomethatdeficiency.weproposearepresentation
methodforadviceusingEducationalModelingLanguage(EML).
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